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はじめに
平成 22 年（2010 年）は千葉県北部の野田市・
流山市・柏市と接しながら利根川と江戸川を結ぶ
利根運河（約８ｋｍ）が，明治 21 年（1888 年）
５月から始まった開削工事によって，明治 23 年




























明治 11 年（1878 年）11 月 16 日に外国人で構
成された東京漕艇倶楽部が , 大橋と永代橋間で秋
季競漕会を行うと , それに刺激を受けたように明




また同年 11 月 21 日には隅田川で海軍水兵の競













2010 年 11 月 26 日受付




































京都大学教授大国寿吉博士（明治 18 年・1885 ～





会機関誌（漕艇・昭和 30 年～昭和 33 年）によ
り判明した。
また寄贈された書籍のリストには戸外遊戯法の
出 版 以 前 に ロ ン ド ン で 発 行 さ れ た ,（boat 





























































川に向かっていたが , 明治 20 年（1887 年）４月
16 日に帝国大学の向島艇庫が完成すると , 明治








1 明治 20 年 1887 帝国大学（東京大学）
2 明治 25 年 1892 学習院大学
3 明治 27 年 1894 旧制第一高等学校
4 明治 30 年 1897 高等商業学校（一ツ橋大学）
5 明治 33 年 1900 東京高等工業高校（東京工業大
学）
6 明治 33 年 1900 東京外国語学校（東京外国語大
学）
7 明治 37 年 1904 早稲田大学
8 明治 39 年 1906 日本銀行
9 明治 39 年 1906 東京高等商業学校（一橋大学）
10 明治 40 年 1907 明治大学
11 明治 40 年 1907 慶応大学
12 明治 42 年 1909 東京高等師範学校付属中学（筑
波大付属）
































1 明治 40 年 1912 慶応大学 ~ 日本郵船　譲渡
2 大正 3 年 1914 慶応義塾大学寺島地区へ移転
3 大正中頃 不明 日本大学
4 大正 8 年 1919 静水会艇庫建設（東京海上スポー
ツ財団）
5 大正 9 年 1920 千葉医科大学（千葉大学）






















































昭和 5 年・日本郵船株式会社 東京市王子区堀船町








2 丁目 175 番地
不明・巣鴨高等商業学校 東京市荒川区 5 丁目
荒川遊園地
昭和 6 年・日本医科大学 東京市荒川区尾久町
8 丁目 1295 番地
昭和 7 年・旧制第一高等学校 東京市荒川区尾久 8 丁目
不明・東京ローイングクラブ 東京市荒川区尾久町
8 丁目
大正 14 年・東京工業大学 東京市荒川区尾久町




8 丁目 2784 番地
昭和 11 年・三菱養和会 東京市荒川区尾久町























































































大正 8 年・静水会（13） 東京市向島区寺島町 3 丁
目 31 番地
明治 40 年・早稲田大学 東京市向島区寺島町 3 丁
目 31 番地










明治 38 年・日本大学 東京市向島区寺島町 3 丁
目 18 番地















明治 20 年・東京大学 東京市本所区隅田公園
明治 39 年・一ツ橋大学 東京都本所区隅田公園 11














明治 31 年 1 月 銚子遠漕 隅田川～荒川放水路～江戸川
～利根運河～利根川
図５　明治 31年　一ツ橋大学　銚子遠漕
すると翌明治 36 年 12 月早稲田大学ボート部が
銚子遠漕の下調べや現地調査をかねて柴又遠漕を

















1 日目 22 日　向島出発～深川泊
2 日目 23 日　深川～安食泊
3 日目 24 日　安食～津の宮泊
4 日目 25 日　津の宮～銚子旅館大新
25 日から 1 月 3 日まで大新連泊
1 月 4 日銚子出発
1 月 6 日津の宮出発














業大学端艇部 100 年史（19）に , 早稲田大学の銚子
遠漕が行われた年と同じ明治 36 年４月に同校初
の銚子遠漕が行われた記録を発見した。
時期 名称 月日 航路
明治 36 年

















































































































成し回数を確認した結果 , 明治 31 年（1898）か
ら平成 19 年（2007 年）までに 146 回の遠漕が確
認された（23）。
この確認された回数以外にも , 記録に残ってい









平成 20 年（2008）7 月に松戸市在住の郷土史
研究家の方が保管していた , 松戸市で開業してい












年代 西暦 回数 特記事項
昭和
14 年













































昭和 19 年の間に行われた遠漕回数は 179 回に上














昭和 16 年（1941）11 月１日に慶応義塾が記載
した記録には，「慶応義塾体育会端艇部戦勝祈願・
大遠漕打倒米英」の文字が見られるが，太平洋戦




























（１）流山市博物館（1985）: 流山市史 , 別巻 , 利根運河資
料集，286.
（２）宮田勝善（1976）: ボート百年 , 240. 時事通信社
（３）古城庸夫（2009）: 日本におけるボート競技の起源に
































































（19）蔵前漕艇倶楽部（2007）: 東京工業大学端艇部 100 年
史，日経事業出版社
（20）古城庸夫（2008）: 現地聞き取り調査










東京外語艇友会（2001）: 外語ボート 100 年，東京外語艇
友会
三田漕艇倶楽部（1980）: 百年のあゆみ，慶応義塾体育会
端艇部
明治大学大学端艇部編（2004）: 明治大学体育会端艇部百
年史，明治大学端艇部実行委員会
